海外技工物反対のポスター・チラシのお願い
保団連「海外技工物緊急全国調査」にご協力ありがとうございました。　　　　　　全国から２０００名を超えるアンケートが集約され、海外技工物の安全性や歯科技工体制の崩壊などを危惧する声が多数寄せられました
このアンケートとその後の調査により、海外技工物の安全性は全く保障がないこと、不当で不平等な海外技工物の廉売により国内歯科技工が成り立たなくなること、国家資格が形骸化されることが明らかになりました。

　歯科医師の認知できないうちに技工所からの下請けとして中国などに組織的に出されていることも報告されています。

これに対して国・厚労省は国民の安全を守る国の責任を果たさず「危険物質や、金属アレルギーなどの問題が生じた場合は歯科医師の責任」と歯科医師に一方的に責任を押し付ける通達を平成１７年に出しており、ひとたび問題が生じれば全て責任は歯科医師が負う事態となります。
中国ギョウザ問題、米の不正流通、採血器の「使いまわし」報道など、国民の安全性に関する意識と関心は非常に強くなっており、一部報道機関では大量の海外技工物の分析を大学に依頼してその結果を待って一斉に報道する準備も進められています　

患者・国民の安全と歯科医療の信頼を守るために海外技工物の危険性の実態を広く知らせ、何よりも現場の歯科医師・歯科技工士が海外技工物のなしくづし的な拡大を許さない姿勢を緊急に表明することが必要と考え、青森県保険医協会及び全国保団連理事会では「海外技工物を使わない・使わせない（技工所の下請けなど）」運動を全国的に展開することを決定いたしました。
この運動の一環として、患者向け待合室のポスターを作成いたしましたので院内外の掲示・配布にご協力くださるようよろしくお願いいたします
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